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「どないしょう？簡易裁判所跡地実行委員会」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係資料
（西淀川公害患者と家族の会資料No.12005～120015）

　西淀川警察の横に西淀川簡易裁判所があったのをご

存知でしょうか。西淀川簡易裁判所は、室戸台風の際の

西淀川水害裁判や西淀川公害裁判でも使用され、当時

の西淀川区民にとって忘れられない存在でした。しかし、昭和62年（1987）に簡易裁判所統

合に関する法律が制定され、それに基づいて平成5年（1993）4月に大阪市各所にあった簡

易裁判所が現在の大阪簡易裁判所に統合されたのに伴って廃止されました。

　西淀川公害患者と家族の会は、平成2年に策定した「西淀川再生プラン」において、「元簡

易裁判所を保存し、公害資料館として整備する」ことを提案しています。また「生活と健康を

守る会」などいくつかの団体と合同で、西淀川簡易裁判所の跡地の利用について検討する

「どうないしょう？簡易裁判所跡地実行委員会」を組織しました。残されている同委員会の記

録はわずかですが、組織時の経過や跡地の利用方法について検討されたことが分かりま

す。同委員会では「広く区民の願いが一致出来る施設が望ましい」として、特別養護老人

ホームや公害資料館、障がいをもつ子どものための施設など地域のためとなる施設を要望す

る声が出ていました。                                                                  　　　　（北嶋奈緒子）

西淀川簡易裁判所

跡地利用に関する要望書

　暑さもようやく峠を越え、にわかに秋めいてまいり

ました。皆さまいかがお過ごしですか。

　秋にも七草がありますが、春の無病息災を願うの

に対して秋は鑑賞して楽しむ草花です。女郎花、す

すき、桔梗、撫子、藤袴、葛、萩、の

頭文字で「おすきなふくは？」の語

呂合わせもなんだか秋を意識し

ます。西淀川でも早ければ8月下

旬には女郎花の可愛い黄色の花

を見ることができます。　（佐々木）

DVD『『公害トマレ』全記録「四日市公害と戦う市民兵の会」の軌跡』
2018年　四日市再生「公害市民塾」

1971年2月から1979年7

月までの四日市公害と戦う

市民兵の会のニュースレ

ターが電子化されました。

電子化したのは、市民兵の

会のメンバーでもあり、現在

は四日市再生「公害市民

塾」の一員として、そして四日市公害と環境未来館で解説員および語り部とし

て活躍している伊藤三男さんです。

伊藤さんが電子化した動機として「四日市公害と環境未来館はあくまでも『四

日市公害資料館』としての機能を第一に考えなければならない。そうした意味

で2階の展示は、大きな役割を果たしている。特に『裁判シアター』での映像『四

日市公害の記憶』は、被害者（原告）の立場からの見方が重視されており、公

立の施設としては出色の出来映えと言ってよい。しかし、『反公害』という視点に

重きを置いてみると、決して十分とは言えない」と、反公害の立場を表わすもの

として、『公害トマレ』を電子化されたとのことです。

四日市公害裁判が終わってからも、コンビナートの増設やヘドロ問題など公

害をめぐって様々な課題が四日市で生じており、その動きに呼応して企業の立

ち入り調査や学習会、寺子屋等の活動がなされていきます。その様子を手に

取るようにわかるニュースレターが電子化されたことは、大変貴重なことです。

エコミューズで閲覧できますので、ぜひご利用ください。　　　　　　　　（林美帆）


